
一般社団法人佐保会 第 15 回代議員定時総会および令和 8 年度 同窓会佐保会総会 報告 

 

今年も、（午前の部）代議員定時総会は対面で、（午後の部）同窓会佐保会総会はオンラ

イン参加を併設して開催され、全国各地から総勢 140 余名の会員が参集しました。 

 

「一般社団法人佐保会 代議員定時総会」では、すべての審議事項が承認されました。 

「同窓会佐保会総会」では、まず校歌が流れる中、会場とオンラインの参加者全員で物故

会員を偲び、追悼会を執り行いました。 

続く野口同窓会長の挨拶では、佐保会と大学との連携、そして佐保会の活動が幅広い世

代の会員によって支えられていることへの感謝が述べられ、佐保会のさらなる発展を期待

されました。奈良女子大学の高田学長からは、佐保会奨学金や記念館改修などにおける佐

保会員の協力へのお礼の言葉をいただいた後、大学の現況や質の高い教育・研究への取組

みについてご説明いただきました。国立大学法人奈良国立大学機構の榊理事長からは、校

歌（作詞：貞明皇后、下賜された御歌）の一節「ふるきをたづね あたらしき道にすすめや

ひとすぢに」を例に、新たな道を切り開いて歩み続ける卒業生の今後ますますの活躍を期

待され、乾杯の音頭を取っていただきました。 

 

その後の会食では、彩り豊かなフランス料理を五感で堪能しました。その間、オンライ

ン参加者には、会員の作品や佐保会行事のスライドをご覧いただきました。 

会食後の吉村直子氏（佐保会員・（株）長谷工コーポレーション取締役執行役員）による

ミニ講演では、奈良女子大学で学んだ「人と、そこで営まれる暮らしにもとづく住まいを

考えることの大切さ」が現在の仕事につながっていることについて、興味深いお話を伺い

ました。 

各支部の紹介と活動報告、本部報告および本部と支部の意見交換では、会場出席の富山、

京都、鹿児島の各支部長から現況が紹介されました。また、会場出席の新支部長 5 名と、

オンラインで参加した新潟の新支部長からも状況を伺い、支部が抱える課題を参加者全員

で共有しました。 

 

以上の多彩なプログラムを通して、会員相互の交流を深めながら、有意義な時間を過ご

すことができました。 

会員の皆様のご協力に感謝します。 


